
 

地域資源を活用した理科出前授業の教材開発と実践 

―域学連携による地域共創事業モデルの提案― 
 

大方 祐輔 

 

 東広島市福富町竹
たけ

仁
に

地区にある，福富町からの情報発信拠点となっている古民家「星降るテラス」

にて，近隣住民の方々に福富町の魅力をアピールするため，福富町の自然を活用した理科出前授業を

計画し実施した。社会（市民）と科学の専門知識をつなぐ役割をもつ「科学技術コミュニケーター」

という立場から，出前授業を通して福富町の自然の魅力を近隣地域へ発信することは，中山間地域の

地方創生に資する有効な手段の 1 つとなり得ることがわかった。 

                                           

 

１．研究の経緯と目的 

昨今，人口減少や少子高齢化による家族形態の変化，

就労の多様化，地域コミュニティ意識の希薄化などによ

り，子どもや子育てを取り巻く環境は大きく変化してい

る。将来を担う子どもたちを健やかに育むためには，学

校だけでなく，家庭や地域住民，公民館などの地域コミ

ュニティがそれぞれの役割と責任を自覚しつつ，地域全

体で子どもたちの教育に取り組む体制づくりを目指す必

要がある。しかしながら，中山間地域においては，集落

の小規模化や高齢化が進み，地域コミュニティの協働が

困難なところもある。一方で，中山間地域には魅力的な

自然環境や特産品，伝統的な農法など，理科（科学）の

学習素材となり得るものが数多く存在しており，このよ

うな豊かな環境を求め，都市部から移住を考えている人

も少なからずいる。 

広島県中央部に位置する東広島市福富町竹仁地区（図

１）では，その自然豊かな環境を求め，近年，年度ごと

に若干の転入家庭があり，児童・生徒の数は減少に歯止

めがかかっている。竹仁地区は，小学校や公民館，民生

委員や地域の方々との連携が強く，このようなコミュニ

ティ間における双方向の密な連携のもとでの子育てを望

む世帯が転入しているからである。一方，若年層人口の

都市部への流出を背景に，高齢化や空き家率の増加など

の問題を抱えている側面もある。 

このような現状の中，竹仁地区住民自治協議会「福に

富む郷 竹仁」は，独自に空き家調査を行って「空き家バ

ンク」のしくみをつくり，行政と連携して移住・定住希

望者に対応しようと考えている。また，同時に，広島県

と連携し，空き家への移住促進対策について説明するな

どして住民理解を深めている。１） 

また，近畿大学工学部（東広島市高屋町）建築学科 歴

史意匠研究室 谷川大輔 准教授は，主体的に地域住民の

方々とまちづくりのあり方や古民家の活用方法について

検討を重ねている。谷川准教授は，2015 年，竹仁地区に

ある築 100 年を超える古民家を私財で購入し，自らが住

民となって「星降るテラス」（図２）と名づけられた古

民家の母屋を，福富町への移住促進や福富町の情報発信

の拠点，そして日本文化や田舎暮らしを体験できる場と

して活用する取り組みを始めた。２） 

住民自治協議会や谷川准教授の取り組みを知った筆者

は，2018 年度，福富町竹仁地区において，古民家「星降

るテラス」を活動拠点とし，福富町の自然を活用した理

科出前授業の教材開発およびその実践を行うことを計画

した。筆者が「科学技術コミュニケーター（後述）」と

いう立場から福富町の自然の魅力を近隣地域に発信する

ことは，中山間地域の地方創生に資する有効な手段の 1

つとなり得るのではないか。そして，本実践を継続的に

行い企画運営のノウハウを確立させることができれば，

竹仁地区 

図１ 東広島市竹仁地区の位置１） 
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いずれは地域住民の方々の自主的な同様の事業の展開が

期待され，地域共創の社会を目指すことができるのでは

ないか，と考える。本稿はその活動記録である。 

なお，本研究は，独立行政法人 日本学術振興会 科学

研究費助成事業 奨励研究「地域資源を活用した理科出前

授業の教材開発と実践による『地域共創事業モデル』の

構築」（課題番号：18H00216）の交付を受けて実施した

ものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．科学技術コミュニケーターの役割 

（１）科学技術コミュニケーションとは 

 科学技術コミュニケーションについては，さまざまな

定義がなされている。例えば，平成 23 年度版科学技術白

書によれば，科学技術コミュニケーションとは，国会，

政府をはじめ研究機関，教育機関，学協会，科学館，企

業，NPO 法人等の団体，研究者・技術者，国民・住民等

の個人などの間で交わされる科学技術に関するコミュニ

ケーション活動で，非常に幅広い内容を包含するもの３）

とある（図３）。 

科学技術コミュニケーションの具体例としては， 

①科学技術に関する報道や書籍の発行 

②サイエンスカフェ 

③科学博物館等での展示 

④地域の理科実験教室 

⑤リスクコミュニケーション 

などが挙げられる。 

また，これらの活動によって， 

①合理的な価値判断を行うために必要な論理的思考

や科学的なものの見方 

②科学に対する関心や知的好奇心の充足 

などを獲得することができる，と考えられる。 

本実践のような理科出前授業は，具体例としては④，

獲得できるリテラシーは主に②に該当するであろう。 

このような科学技術コミュニケーション活動において

中心的な役割を果たすのが「科学技術コミュニケーター」

である。科学技術コミュニケーターは，専任，兼任，ボ

ランティアを問わず，社会（市民）と科学技術をつなぐ

存在として，近年，その存在意義が高まっている。 

 

（２）科学技術コミュニケーターの役割 

 科学技術コミュニケーターが果たす役割は，大きく 2

つに分類される。1 つは，コミュニケーションのための

「場」あるいは「チャンネル」，コミュニケーションの

ための「メディア（媒体）」を創り出すことで，もう 1

つは，コミュニケーションのための「中味（コンテンツ）」

を創り出すことである。場の創出というのは，例えば「サ

イエンスカフェ」という場（仕掛け，イベント）を企画

し，そのカフェをより充実したものになるよう運営を工

夫する，などのことを意味する。そのほかに，広報誌な

どの企画・発行，インターネットやブログの活用方法を

検討する，ワークショップを企画・運営するなど，さま

ざまな形の「場の創出」がありうる。コンテンツについ

ては，伝えたい研究（授業，話題）のどこに焦点を当て，

どのような切り口でストーリーを構成するか，どのよう

な「見せ方」をするか，難解な内容をどのように嚙み砕

いて表現するか，などについて考えなければならない。

そのためには，研究者（授業者，プレゼンター）と綿密

に打ち合わせをし，適切なアドバイスを与えていく必要

がある。４）本実践では，筆者自身が，科学技術コミュニ

ケーターとして理科出前授業のファシリテーターの役割

を果たしている。 

 科学技術コミュニケーターは特定の資格がある職業で

はないが，筆者は，北海道大学科学技術コミュニケーシ

ョン教育研究部門（CoSTEP）にて，サイエンスライティ

ングにおける表現手法，サイエンスカフェなどのイベン

ト実践ための行動計画手法，トランスサイエンス問題な

ど，科学技術コミュニケーターとして科学の専門家と一

般市民とを結ぶ双方向のコミュニケーション活動に必要

なスキルを学んだ。（2016 年度 CoSTEP 第 12 期選科 B

修了）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 科学技術コミュニケーション３） 

図２ 古民家「星降るテラス」の外観 
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３．理科出前授業の実際 

（１）手づくり顕微鏡について 

出前授業の内容については，①小学生とその保護者が

安全に楽しく参加できる，②福富町の自然に直に触れる

ことができる，③夏休みの自由研究として発展させるこ

とができる，という点から「手づくり顕微鏡による自然

観察」を行うことにした。手づくり顕微鏡は，ケニス株

式会社より市販されている「ペットボトル顕微鏡製作セ

ット（商品コード：1-110-0945，6 個組 税込 5940 円）」

を用いて作製した（図４）。製作方法は，本稿末尾に添

付の参考資料に示した。小学生であれば，保護者と一緒

に 1 時間程度で完成させることができる。また，顕微鏡

製作に必要な材料はホームセンターでも安価に購入でき

るため，家庭で簡単に作製することができる。 

（２）参加者募集告知とプレスリリースについて 

出前授業の参加者については，東広島市が毎月発行し

ている広報紙「広報 東広島」2018 年 8 月号に掲載する

ことで募集した（図５）。募集期間は 1 週間程度であっ

たが，案内後すぐに親子 6 組(約 20 名)からの応募があっ

た。また，近畿大学からプレスリリースを予定し，当日

の出前授業のようすについて中国新聞社に取材依頼をし

ていたが，2018 年 7 月の西日本豪雨災害の影響により，

やむを得ず実現できなかった。 

 

（３）理科出前授業の日程 

2018 年 8 月 8 日(水) 晴れ 

9：30～ 受付 

10：00～ 開会挨拶 

10：10～ 手作り顕微鏡の原理説明，製作 

11：30～ 昼食，周辺の散策 

※福富町産の米と野菜を使ったカレーを振る舞った。 

13：00～ プレパラートの製作，観察，スケッチ 

14：30～ 成果発表会 

  ～15：00  終了，解散 

開会挨拶は，谷川准教授をはじめ福富町地域おこし協

力隊の方や竹仁地域センター長に賜った。授業の最後に

は観察結果をレポートにまとめ，子どもたちがその成果

を発表する場を設けた。なお，授業進行に際し，近畿大

学工学部建築学科 歴史意匠研究室のゼミ生約 10 名に，

顕微鏡の製作補助と昼食準備を依頼した。また，参加者

には，福富町の魅力や地図が掲載された冊子「ふくらし」
６）を配付し，解散後に福富町を散策できるようにした。 
  

４．今後の展望 

2018 年 8 月の出前授業について，事前の応募状況，参

加者から授業の感想の聞き取り，事後アンケート（本稿

末尾の添付資料を参照）の結果から，以下のことが明ら

かになった。 

１．福富町の地域資源を利用した理科出前授業は，近隣

に住む市民からの一定の需要があった。 

２．理科出前授業は，科学の専門知識を市民にわかりや

すく伝えるために有効な手段であった。 

３． 福富町在住の方や近隣の大学の学生の中には，福富

町の魅力的な自然や人材を全国に発信することに意欲

的な人々がおり，その人々との密な連携を構築するこ

とができた。 

2019 年 3 月 24 日(日)に，同じテーマで第 2 回目の理

科出前授業を実施する予定である。その際には，広島大

学と近畿大学による共同プレスリリースを予定してい

る。地元メディアによって福富町の自然の魅力を近隣地

図５ 理科出前授業の参加募集告知５） 

（※メールアドレスは省略） 

図４ （左）ペットボトル顕微鏡 

   （右）タマネギの表皮細胞（約 100 倍） 

※ペットボトル顕微鏡で観察した。 

食紅の水溶液で染色している。 
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域に発信することができるほか，インターネットによっ

て，域学連携による地域共創の取り組みの 1 つの事例と

して全国に発信することができる。この取り組みが，い

ずれは地域住民や学生の方々による主体的な科学コミュ

ニケーション活動として展開されることで，より一層の

地域の教育や農業，転住促進などの活性化が見込まれる

ことが期待される。したがって，来年度以降も継続して，

福富町民や近隣の大学と協働しながら，地域活性化のた

めの持続的な科学コミュニケーション活動のあり方につ

いて研究を進めていきたい。また，内容が実用的だと判

断した教材については，一般市民に向けた「福富町の資

源や人材を活用したサイエンスプログラム」としてさら

に開発を進め，それを「福富町における地域共創事業モ

デル」として提案し，ホームページや広報誌などによる

全国発信を目指したい。 

また，今回作製したペットボトル顕微鏡は，ガラスビ

ーズを用いた単眼式のものであるが，焦点を合わせにく

い，動く生物を観察しにくいという欠点がある。竹下，

向(2011)によって考案されたルーペ顕微鏡やペーパーク

ラフト顕微鏡７）は，これらの欠点が改善されており，さ

らにレンズが複眼式であるためより高い倍率で生物を観

察することが可能である。次回の実践で作製できるよう

検討しているところである。 
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